
　　　神奈川県森林組合連合会　H2８年9月

・パルプ材のみの入材に限る。（末口は８㎝以上、材長は３ｍ４ｍ別）

【８月の市況等】 (㎥あたり単価)
　　ス　ギ 　３ｍ 柱目 　９,０００～１２,０００円 　　ヒノキ 　３ｍ 柱目 　　１３,０００～１７,０００円

　３ｍ 中目 　１０,０００～１２,０００円 　３ｍ 中目 　　１３,０００～１６,０００円

　４ｍ 桁 　  ９,０００～１２,０００円 　４ｍ 土台 　　１１,０００～１５,０００円

【お問い合せ先】
　〒259-1332　秦野市菖蒲317番地　神奈川県森林組合連合会　林業センター　　

　tel：０４６３－８８－６７６７　　　fax：０４６３－８８－６７６８

　県森連林業センター　原木流通通信（9月号）

林業センタ ー　

現在の合板用丸太の買取価格 　　合板用素材の基準等

区分 買取価格 ・材長：４ｍ造材は、４．１０（４．０７～４．１３）ｍ。

ス　ギ ６，１００円/㎥ ・直径：樹皮を除く末口最小径１８㎝以上、元口径は最大５８cmまで。

ヒノキ ９，１００円/㎥

　今月の入荷量内訳は、系統の森林組合から２３９㎥、県
関係から４７７㎥、民間の事業体から８１３㎥となり、例年の
この時期としては過去最高の１,５２９㎥の取扱量となりまし
た。
　販売状況は、スギ・ヒノキの柱目、ヒノキの土台目及び末
口２２㎝～３０㎝の中目にも引き合いが多くありました。
　スギの桁目・中目に小口の注文が入り始めましたが、単
価に反映されるまでには至っていません。
　相場としては、三重・岡山など西方面では少し明るい話
も聞きますが、県内では横這状態が続いています。取扱
量の多くが枝虫や穿孔虫等の虫害材や夏場の痛んだ材
などB材が多いことから、総材積での平均単価は６,０００円
台まで下がりました。
　これから秋口の本格的な出材シーズンを迎えるので、県
産材の活発な需要に期待します。

　３ｍ

　４ｍ

・神奈川県産の間伐材で合法伐採されたスギ・ヒノキに限る。

　加工用の小径木原木は台風等の影響で入荷が減少し、不足状態となっています。
  製品の注文は引き続き好調で、今後も増加が予想されますので、加工丸太の注文に応じられるよう在庫生産に努めて
まいりますが、ご注文の際はお早めにお願いいたします。
　なお、小径木原木(虫害材も同価格だが、著しいトビクサレ等の被害木は除く)は、下記の単価で買い取らせていただき
ますので、引き続きの出荷をお願いします。
　

　　　６,０００～８,０００円/㎥

加工部門から

３，２００円/㎥

貯木場(堀山下)

　　　７,０００～９,０００円/㎥
　　　７,０００～９,０００円/㎥

　貯木場は、夏場にもかかわらず、県西地域を中心にC材
の出材が続いています。
　一方、販売量は8月分で450㎥となり、1ヶ月の販売実績
としては例のない取扱量となりました。
　今後、秋口からは本格的な素材生産の時期を迎えること
から、さらに出材が増えてくると思われます。
　このため、貯木場への入荷に際しては無人になることが
ありますので、荷下ろしの際、木口に出材者番号を記載し
て頂くと同時に、安全作業を心掛けて頂くようお願いしま
す。

　

　パルプ材の基準等※平成２８年１月よりパルプ材の買取を始めました。

　　　８,０００～１０,０００円/㎥

　　　９㎝
　　　１０㎝～１３㎝
　　　９㎝
　　　１０㎝～１３㎝



　　　神奈川県森林組合連合会　H2８年10月

・パルプ材のみの入材に限る。（末口は８㎝以上、材長は３ｍ４ｍ別）

【９月の市況等】 (㎥あたり単価)

　　ス　ギ 　３ｍ 柱目 　９,０００～１２,０００円 　　ヒノキ 　３ｍ 柱目 　　１４,０００～１８,０００円

　３ｍ 中目 　９,０００～１２,０００円 　３ｍ 中目 　　１３,０００～１６,０００円

　４ｍ 桁 　９,０００～１４,０００円 　４ｍ 土台 　　１２,０００～１７,０００円

【お問い合せ先】

　〒259-1332　秦野市菖蒲317番地　神奈川県森林組合連合会　林業センター　　

　tel：０４６３－８８－６７６７　　　fax：０４６３－８８－６７６８

　３ｍ

　４ｍ

区分

　　　７,０００～９,０００円/㎥
　　　７,０００～９,０００円/㎥

　9月は長雨の影響もあり、貯木場への入荷が少なく、置場が空
いてきている状況です。
　C材の販売につきましては、バイオマス燃料向け、あるいはチッ
プ業者向け等、順調に進んでいます。
　いよいよ素材生産の活発な時期に入ることから、今後はC材の
出材も多くなると思われますが、入荷材の中には枝払いの高い
材や、著しく腐れの酷い材が一部に見受けられますので、出材
に際しましては、造材や仕分けに気をつけて頂きますようお願い
します。
　また、貯木場への入荷に際しては無人になることがありますの
で、荷下ろしの際、木口に出材者番号を記載して頂くと同時に、
安全作業を心掛けて頂くようお願いします。

　

　パルプ材の基準等※平成２８年１月よりパルプ材の買取を始めました。

・神奈川県産の間伐材で合法伐採されたスギ・ヒノキに限る。

　加工用の小径木原木は不足状態が続いていますが、素材生産の活発な時期に入るため、今後は出材増が見込まれます。
　製品の注文は好調で、今後も増加することが想定されるため、原材料の確保に努めてまいりますが、ご注文の際はお早めにお願
いいたします。
　　なお、小径木原木(虫害材も同価格だが、著しいトビクサレ等の被害木は除く)は、下記の単価で買い取らせていただきますの
で、引き続きの出荷をお願いします。

　　　６,０００～８,０００円/㎥

加工部門から加工部門から加工部門から加工部門から

３，２００円/㎥

貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)

　　　１０㎝～１３㎝
　　　９㎝

買取価格

　　　８,０００～１０,０００円/㎥

　　　９㎝

・材長：４ｍ造材は、４．１０（４．０７～４．１３）ｍ。

　　　１０㎝～１３㎝

　県森連林業センター　原木流通通信（10月号）　県森連林業センター　原木流通通信（10月号）　県森連林業センター　原木流通通信（10月号）　県森連林業センター　原木流通通信（10月号）

林業センタ ー　林業センタ ー　林業センタ ー　林業センタ ー　

現在の合板用丸太の買取価格 　　合板用素材の基準等

　今月の入荷量は1,748㎥で、内訳は、系統の森林組合から８２
９㎥、県関係から４３㎥、民間の事業体から８７６㎥となりました。
　販売状況は、スギ・ヒノキともに構造材に注文が入っているほ
か、中目にも引き合いがありますが、Ａ材の販売量が少なく単価
上昇に結び付かない厳しい状況です。
　相場は、静岡方面の市場では、品薄高ということもあり市況は
反発、更に上昇傾向となっているようですが、神奈川では例年の
この時期としては過去最高の入荷量であったことと、大半が夏場
の痛んだ材や虫害材だったことで、総材積での平均単価は伸び
悩み7,000円台となりました。
　１０月から市の開催を予定していますが、度重なる台風と秋雨
前線による長雨の影響で出材が滞っていることや目玉となるよう
な優良材の入荷がない現状で、市が開催出来るよう集荷に努め
ています。

ス　ギ ６，１００円/㎥ ・直径：樹皮を除く末口最小径１８㎝以上、元口径は最大５８cmまで。

ヒノキ ９，１００円/㎥



　　　神奈川県森林組合連合会　H2８年11月

・パルプ材のみの入材に限る。（末口は８㎝以上、材長は３ｍ４ｍ別）

【10月の市況等】 (㎥あたり単価)

　　ス　ギ 　３ｍ 柱目 　９,０００～１３,０００円 　　ヒノキ 　３ｍ 柱目 　　１４,０００～１９,０００円

　３ｍ 中目 　９,０００～１３,０００円 　３ｍ 中目 　　１４,０００～１９,０００円

　４ｍ 桁 　９,０００～１４,０００円 　４ｍ 土台 　　１２,０００～１８,０００円

【お問い合せ先】

　〒259-1332　秦野市菖蒲317番地　神奈川県森林組合連合会　林業センター　　

　tel：０４６３－８８－６７６７　　　fax：０４６３－８８－６７６８

　４ｍ
　　　９㎝ 　　　７,０００～９,０００円/㎥
　　　１０㎝～１３㎝ 　　　８,０００～１０,０００円/㎥

※平成２８年１月よりパルプ材の買取を始めました。 　パルプ材の基準等

３，２００円/㎥

加工部門から加工部門から加工部門から加工部門から

　素材生産の活発な時期に入ったことで、徐々に入荷は増えてきましたが、加工用小径木の原材料は不足状態が続いているた
め、需要に対し生産供給が追い付かない状況が続いています。
　今後は製品の注文がさらに増加することが想定されるため、引き続き原材料の出材をお願いします。
　また、ご注文の際はお早めにお願いいたします。
　なお、小径木原木(虫害材も同価格で、著しいトビクサレ等の被害木は除く)は、下記の単価で買い取らせていただきます。

　３ｍ
　　　９㎝ 　　　６,０００～８,０００円/㎥
　　　１０㎝～１３㎝ 　　　７,０００～９,０００円/㎥

ヒノキ ９，１００円/㎥ ・神奈川県産の間伐材で合法伐採されたスギ・ヒノキに限る。

貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)
　天候不順等の影響もあり、入荷が一時少なくなりましたが、ここ
にきて天候が落ち着き、素材生産の時期に入ったことから、南足
柄、小田原を中心に県西地域より徐々に入荷しています。
　Ｃ材の販売状況はバイオ燃料向けの他、チップ用、土木用と多
様に販売しています。
　なお、Ｃ材の販売につきましては3ｍ材でも可能ですが、4ｍ材
の方が売れ足が早いため、今後の出材にあたりましては、できる
だけ4ｍを基準とした採材をお願いします。
　また、貯木場への入荷に際しては無人になることがありますの
で、荷下ろしの際、木口に出材者番号を記載して頂くと同時に、
フォークリフトでの安全作業及び門扉の施錠、鍵の管理、構内で
の禁煙等、安全について徹底くださるようご協力お願いします。

　

区分 買取価格 ・材長：４ｍ造材は、４．１０（４．０７～４．１３）ｍ。

ス　ギ ６，１００円/㎥ ・直径：樹皮を除く末口最小径１８㎝以上、元口径は最大５８cmまで。

現在の合板用丸太の買取価格 　　合板用素材の基準等

　県森連林業センター　原木流通通信（11月号）　県森連林業センター　原木流通通信（11月号）　県森連林業センター　原木流通通信（11月号）　県森連林業センター　原木流通通信（11月号）

林業センタ ー　林業センタ ー　林業センタ ー　林業センタ ー　
　４月以降６ヶ月ぶりの市を開催した１０月の取扱量は９２０．２０９
㎥となり、内訳は、系統の森林組合から４１８㎥、国・県関係から２
６２㎥、民間の事業体から２４０㎥となりました。
　販売状況は、スギ・ヒノキともに構造材に活発な注文が入って
いるほかは中目にも注文があり、こちらは中間販売で対応し、末
口２４㎝上の元玉や２番玉の良材は市売りとしましたが、県内及
び県外の業者からも応札があり、スギ・ヒノキともに完売すること
ができました。
　低迷している市況の中、半年ぶりの市開催ということもあり、高
値での応札があるか心配されましたが、市売りでの平均単価は２
１，８２７円となり、下半期の好調な滑り出しとなりました。
　相場としては、全国的に品薄高の影響で価格は上昇傾向にあ
り、当センターにおいても堅調な様相を呈しており、総材積での
平均単価も１０，０００円台まで回復してきました。



　　　神奈川県森林組合連合会　H2８年12月

・パルプ材のみの入材に限る。（末口は８㎝以上、材長は３ｍ４ｍ別）

【11月の市況等】 (㎥あたり単価)

　　ス　ギ 　３ｍ 柱目 　１０,０００～１３,０００円 　　ヒノキ 　３ｍ 柱目 　　１４,０００～２０,０００円

　３ｍ 中目 　１１,０００～１３,０００円 　３ｍ 中目 　　１４,０００～１９,０００円

　４ｍ 桁 　１０,０００～１４,０００円 　４ｍ 土台 　　１３,０００～１９,０００円

【お問い合せ先】

　〒259-1332　秦野市菖蒲317番地　神奈川県森林組合連合会　林業センター　　

　tel：０４６３－８８－６７６７　　　fax：０４６３－８８－６７６８

　４ｍ
　　　９㎝ 　　　７,０００～９,０００円/㎥
　　　１０㎝～１３㎝ 　　　８,０００～１０,０００円/㎥

※平成２８年１月よりパルプ材の買取を始めました。 　パルプ材の基準等

３，２００円/㎥

加工部門から加工部門から加工部門から加工部門から

　素材生産の最盛期に向け、入荷量は徐々に増えてきましたが、加工用小径木の原材料不足は依然として続いています。
　特に4ｍ材のストックが少ないため、なるべく4ｍに造材して出材して頂きますようお願いいたします。
　今後の注文に備えて、在庫生産に努めてまいりますが、ご注文の際はお早めにお願いいたします。
　なお、小径木原木(虫害材も同価格で、著しいトビクサレ等の被害木は除く)は、下記の単価で買い取らせていただきます。

　３ｍ
　　　９㎝ 　　　６,０００～８,０００円/㎥
　　　１０㎝～１３㎝ 　　　７,０００～９,０００円/㎥

ヒノキ ９，１００円/㎥ ・神奈川県産の間伐材で合法伐採されたスギ・ヒノキに限る。

貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)貯木場(堀山下)
　11月に入ってＣ材の入荷が少なくなり、置場が空いてきている
状況です。
　木質バイオマス認定材については、主にバイオマス燃料向けと
して、認定外については、パルプ向け、あるいは土木向けとして
販売しています。
　なお、ここにきてパルプ向けの引き合いがやや目立ち、今後も
バイオマスと並行してパルプの需要も多くなると思われます。
　今後、年度末に向けて、素材生産が最盛期を迎えます。その
際、併せてＣ材の出材もお願いします。
　また、貯木場への入荷に際しては無人になることがありますの
で、荷下ろしの際、木口に出材者番号を記載して頂くと同時に、
安全作業を心掛けて頂くようお願いします。

　

区分 買取価格 ・材長：４ｍ造材は、４．１０（４．０７～４．１３）ｍ。

ス　ギ ６，１００円/㎥ ・直径：樹皮を除く末口最小径１８㎝以上、元口径は最大５８cmまで。

現在の合板用丸太の買取価格 　　合板用素材の基準等

　県森連林業センター　原木流通通信（12月号）　県森連林業センター　原木流通通信（12月号）　県森連林業センター　原木流通通信（12月号）　県森連林業センター　原木流通通信（12月号）

林業センタ ー　林業センタ ー　林業センタ ー　林業センタ ー　
　11月は年末に向け大量の入荷を期待しましたが、取扱量は
１,０８２．９８１㎥と低調でした。
　入荷の内訳は、系統の森林組合から１４５㎥、国・県関係から
７９４㎥、民間の事業体から1４３㎥となりました。
　販売状況は、先月同様、スギ・ヒノキ共に構造材である柱・土
台・桁等の主要部材に注文が入っているほか、中目にも引き合
いがあり、構造材及びスギの中目は中間販売で、ヒノキの中目や
元玉等の良材は市売りとし、県内及び県外の業者から活発な応
札により、完売することができました。
　相場は、依然として全国的な品薄高となっており、当センター
においてもヒノキの構造材は前月より強気配で続伸しており、市
売りだけでの平均単価は２６,０００円台となっています。
　しかし、その一方でパルプ等Ｃ材の取扱量が増えていることに
より、総材積での平均単価は９,０００円台となっています。


